
地域ささえあい通信 
第６号  (発行 )２０２４年６月  富士宮市社会福祉協議会  地域ささえあい係  

 

今年度より、                     がはじまりました！  
 

～相談してよかったと思える相談窓口を目指して～  
 

近年、子ども、高齢、障がいなど関係なく、複雑・複合的な課題を抱えた世帯が増えて

きています。従来の単一支援機関ではなかなか解決へ結び付けることが難しかった中、重

層的支援体制整備事業は、このような課題に対して、一体 ・包括的に相談を受け止め、

必要な支援機関へ繋げていく体制が整えられました。みんなでみんなを支え合うしくみを

つくる事業として、人と人、人と資源がつながることで、  一人ひとりの暮らしと生きがい

をつくり、住み慣れた地域でお互いに支え合っていく『地域共生社会』を目的にしていま

す。  

 この体制の中で富士宮市社会福祉協議会では、以下の事業を受託し、市担当課、各種

支援機関と連携し、目的実現に向けて事業推進を図り始めています。  
  
 

 

長期に渡りひきこもり状態で必要な支援が届いてない人や、支援につながることに  

拒否的な人に支援を届けられるよう、関係機関との連携を強化し、  

相談者に寄り添い、その方のペースに合わせた支援を行います。  
  
 

 

既存の制度や支援では対応が難しい本人や世帯のニーズ等に対応し、社会とのつなが

りづくりに向けた支援を行います。  

また、あらゆる住民が役割を持てるような居場所や出番をつくる  

『参加』の機会を増やすため、市民の社会資源の把握と活用・連携  

に向けた働きかけを実施します。   
  
 

 

年齢や性別、障害の有無等関係なく、住民同士が交流できる多様な場や居場所を整

備します。『人と人』 『人と居場所』などをつなぎ合わせ、顔の見える関係性や気に掛け合

う関係性が地域の中でうまれるよう促し、共に生きる力を育みます。  

さらに“地域を良くしていこう”と活動されている地域の皆様  

の話し合う場や機会を促進することで、活動の活性化や発展  

を図ります。  

 

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業  

参加支援事業  

生活困窮者支援等のための地域づくり 



 

 

 

  

 

 

 

出張商店街 in紫翠祭参加しました！
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ママが  

だいすき！  

富士宮西高校の文化祭「紫翠祭」で実施された出張商店街に参加しました。  

福祉は「ふだんのくらしのしあわせ」であり、まずは自分を大切にすることが大事

だと考えています。そこで、今年度のテーマ「Your color」に合わせ、自分の好

きな色を選んで「自分のすきなところ」をリストバンドに書いてもらいました！  

地域福祉教育とは・ ・ ・  

地域に生活するすべての人々が、お互いにその存在を認め合い、支え合いながら、  

「みんながしあわせ」と感じられる地域を目指していく学びです！  

元気なところ！  

天才的美少女  


